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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第73期

第１四半期
連結累計期間

第74期
第１四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

自　2020年４月１日
至　2020年６月30日

自　2019年４月１日
至　2020年３月31日

売上高 （百万円） 45,783 43,973 183,428

経常利益 （百万円） 1,380 1,507 6,462

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

（百万円） 994 1,002 4,732

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 999 1,175 4,130

純資産額 （百万円） 53,935 56,995 56,210

総資産額 （百万円） 81,535 86,000 82,008

１株当たり四半期（当期）
純利益

（円） 32.81 33.40 156.42

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.4 65.5 67.7

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内

容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事

業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものでありま

す。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡

大により、経済・社会活動が制限され、個人消費や輸出、企業収益が急速に悪化するなど極め

て厳しい状況で推移しました。緊急事態宣言の解除と政府の政策により持ち直しの動きが見ら

れますが、感染拡大の第２波が懸念されており、予断を許さない状況が続いております。

飼料業界におきましては、主原料のとうもろこし価格が年明けから下落基調で推移したた

め、期初に当第１四半期連結累計期間の配合飼料価格を値下げしました。しかしながら、原料

価格の下落幅を超える値下げとなったため、原料ポジションは悪化し厳しい収益環境となりま

した。また、新型コロナウイルス感染症の影響は限定的であるものの、一部の製品需要が減少

するなど、厳しい事業環境は続いております。

このような状況のなか、当社は新型コロナウイルス感染症による事業への影響を最小限に抑

えるべく、テレワーク、ローテーション勤務等の対策を行いました。また営業活動が制限され

る中、Web等を効率的に使用し、お客様の利益に貢献する差別化飼料の拡販やお客様とともに

課題を見つけ出しこれを解決する提案営業を行い、業績の向上に努めてまいりました。さら

に、前期の11月に稼働した釧路工場は着実に製造数量を伸ばし、飼料の拡販に貢献しました。

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高439億73百万円（前年同四半期比

4.0％減）、営業利益13億88百万円（前年同四半期比13.5％増）、経常利益15億７百万円（前

年同四半期比9.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益10億２百万円（前年同四半期比

0.8％増）となりました。

売上高は、主力の飼料事業が前年同四半期を下回ったことなどにより、4.0％の減収となり

ました。営業利益は、売上総利益率が低下したものの、販売費及び一般管理費が減少したこと

などにより、13.5％の増益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期に特別

利益に計上した投資有価証券売却益がなくなったことなどにより増益幅が縮小し、0.8％の増

益となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（飼料）

売上高は、飼料販売量が前年同四半期を上回ったものの、平均販売価格が低下したため、前

年同四半期比4.4％減の365億24百万円となりました。セグメント利益は、原料ポジション悪化

による収益率の低下や釧路工場稼働による減価償却費の増加などがあったものの、販売量の増

加、販売費及び一般管理費の減少や差別化飼料による利益率向上などにより、前年同四半期比

10.3％増の14億17百万円となりました。

（コンシューマー・プロダクツ）

売上高は前年同四半期比12.7％増の59億５百万円、セグメント利益は13百万円（前年同四半

期はセグメント損失５百万円）となりました。売上高増加の主な理由は、畜産物の販売量が増

加したためであります。また損失から利益となった主な理由は、畜産物の売上が増加したこと

やペットフード事業においてコスト削減を行ったためであります。
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（その他）

売上高は前年同四半期比34.0％減の15億42百万円、セグメント利益は前年同四半期比7.0％

減の２億３百万円となりました。減収減益となった主な理由は、前期末に連結子会社の株式会

社マルチクを事業譲渡したためであります。

②　財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ39億91百万円増加

の860億円となりました。主な増減は、現金及び預金の増加64億17百万円、受取手形及び売掛

金の減少11億95百万円、その他の流動資産の減少４億87百万円、機械装置及び運搬具の減少３

億28百万円であります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ32億６百万円増加の

290億４百万円となりました。主な増減は、短期借入金（1年内返済予定の長期借入金含む）の

増加44億82百万円、未払法人税等の減少８億25百万円、長期借入金の減少２億24百万円であり

ます。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ７億84百万円増加

の569億95百万円となりました。主な増減は、利益剰余金の増加６億12百万円、その他有価証

券評価差額金の増加２億21百万円であります。総資産の増加が純資産の増加を上回った結果、

自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.2ポイント低下の65.5％となりました。

(2）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第１四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方

に関する基本方針について重要な変更を行いました。その内容は次のとおりであります。

当社は、2017年６月29日開催の第70期定時株主総会において株主の皆様の承認を得て、「当社

株式の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下「本プラン」という。）を継続し

てまいりました。

2020年６月25日開催の第73期定時株主総会終結の時をもって、本プランが有効期間満了を迎え

るにあたり、買収防衛策を取り巻く近時の動向、株主・投資家の皆様の買収防衛策に対する考え

方、更に当社を取り巻く経営環境の変化等を考慮しながら、慎重に検討を重ねた結果、2020年５

月８日開催の取締役会において、本プランを有効期間の満了をもって廃止することを決議し、本

定時株主総会終結の時をもって廃止いたしました。

(3）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億92百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結は行われておりませ

ん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】
 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 30,371,908 30,371,908

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

 

計 30,371,908 30,371,908 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2020年４月１日～

 2020年６月30日
－ 30,371 － 4,736 － 4,335

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 355,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 29,991,200 299,912 －

単元未満株式 普通株式 25,408 － －

発行済株式総数  30,371,908 － －

総株主の議決権  － 299,912 －

 

②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

中部飼料株式会社
名古屋市中区錦
二丁目13番19号

355,300 － 355,300 1.16

計 － 355,300 － 355,300 1.16

　(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式1,000株（議決権10個）があり

ます。なお、当該株式数は、上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含まれておりま

す。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

中部飼料株式会社(E00439)

四半期報告書

 6/17



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規

則」（2007年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020

年４月１日から2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、名古屋監査法人による四半期レビュー

を受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】
  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,738 14,156

受取手形及び売掛金 28,640 27,445

商品及び製品 2,722 2,455

仕掛品 764 607

原材料及び貯蔵品 8,068 7,830

その他 1,620 1,133

貸倒引当金 △238 △175

流動資産合計 49,317 53,453

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,347 9,242

機械装置及び運搬具（純額） 8,195 7,866

工具、器具及び備品（純額） 994 1,036

土地 8,821 8,821

リース資産（純額） 6 5

建設仮勘定 223 315

有形固定資産合計 27,588 27,288

無形固定資産 538 523

投資その他の資産   

投資有価証券 3,616 3,936

その他 1,052 903

貸倒引当金 △106 △105

投資その他の資産合計 4,563 4,734

固定資産合計 32,690 32,546

資産合計 82,008 86,000
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 12,283 11,982

短期借入金 382 4,885

1年内返済予定の長期借入金 957 937

未払法人税等 1,180 354

賞与引当金 428 307

役員賞与引当金 101 －

その他 3,091 3,172

流動負債合計 18,423 21,639

固定負債   

長期借入金 4,703 4,479

債務保証損失引当金 28 21

退職給付に係る負債 593 596

資産除去債務 86 87

その他 1,961 2,180

固定負債合計 7,374 7,365

負債合計 25,797 29,004

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,736 4,736

資本剰余金 4,356 4,356

利益剰余金 46,659 47,271

自己株式 △496 △496

株主資本合計 55,254 55,866

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 311 533

繰延ヘッジ損益 44 6

為替換算調整勘定 △42 △55

退職給付に係る調整累計額 △8 △7

その他の包括利益累計額合計 303 476

非支配株主持分 652 652

純資産合計 56,210 56,995

負債純資産合計 82,008 86,000
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 45,783 43,973

売上原価 41,779 40,522

売上総利益 4,004 3,450

販売費及び一般管理費 2,781 2,061

営業利益 1,222 1,388

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 111 84

持分法による投資利益 8 20

貸倒引当金戻入額 0 0

債務保証損失引当金戻入額 2 6

その他 41 33

営業外収益合計 166 146

営業外費用   

支払利息 7 8

支払補償費 － 17

その他 1 2

営業外費用合計 9 27

経常利益 1,380 1,507

特別利益   

固定資産売却益 6 3

投資有価証券売却益 56 －

特別利益合計 62 3

特別損失   

固定資産除売却損 1 0

ゴルフ会員権評価損 － 0

特別損失合計 1 0

税金等調整前四半期純利益 1,441 1,510

法人税、住民税及び事業税 329 343

法人税等調整額 119 163

法人税等合計 448 507

四半期純利益 992 1,003

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△2 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 994 1,002
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益 992 1,003

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 21 221

繰延ヘッジ損益 △22 △37

為替換算調整勘定 4 △5

退職給付に係る調整額 △1 0

持分法適用会社に対する持分相当額 4 △7

その他の包括利益合計 6 171

四半期包括利益 999 1,175

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,000 1,175

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 △0
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

現時点では新型コロナウイルス感染症による業績への影響は限定的であるため、当第１四半

期連結会計期間における将来の見積りについては、影響は軽微なものと仮定しております。

したがって、新型コロナウイルス感染症は、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積り

に影響を与えておりません。

なお、前連結会計年度の連結財務諸表（追加情報）に記載した内容から変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

取引先に対し、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度

（2020年３月31日）

当第１四半期連結会計期間

（2020年６月30日）

得意先の金融機関借入保証 2 件 47 百万円 得意先の金融機関借入保証 2 件 57 百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりませ

ん。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）

は、次のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　2019年４月１日

至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日

至　2020年６月30日）

減価償却費 537 百万円 756 百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 394 13 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 
 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 390 13 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 飼料
コンシューマー・

プロダクツ
計

売上高        

外部顧客への売上高 38,204 5,241 43,445 2,338 45,783 － 45,783

セグメント間の内部売上高

又は振替高
147 0 148 11 160 △160 －

計 38,352 5,241 43,594 2,349 45,944 △160 45,783

セグメント利益又は損失(△） 1,284 △5 1,278 218 1,497 △56 1,441

　　（注）１. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、畜産用機器等を含んでおりま

す。

　２. セグメント利益又は損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△317百万

円、金融収支237百万円が含まれております。

　３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行ってお

ります。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 飼料
コンシューマー・

プロダクツ
計

売上高        

外部顧客への売上高 36,524 5,905 42,430 1,542 43,973 － 43,973

セグメント間の内部売上高

又は振替高
123 0 123 2 126 △126 －

計 36,648 5,905 42,554 1,545 44,099 △126 43,973

セグメント利益 1,417 13 1,430 203 1,633 △123 1,510

　　（注）１. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、畜産用機器等を含んでおりま

す。

　２. セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△292百万円、金融収支272百

万円が含まれております。

　３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益 32円81銭 33円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
994 1,002

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（百万円）
994 1,002

普通株式の期中平均株式数（株） 30,317,118 30,016,618

　　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

2020年８月11日

中部飼料株式会社

取締役会　御中

 

名古屋監査法人

 愛知県名古屋市

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士  今　井　清　博　　㊞

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士  魚　住　康　洋　　㊞

 

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る中部飼料株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期
間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020
年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中部飼料株式会社及び連結子会社
の2020年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半
期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す
る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結
財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す
る責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視

することにある。
 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他
の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要
な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表におい
て、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に
表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関
する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記
事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でな
い場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連
結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連す
る注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎と
なる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠
を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して
責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ

ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を

遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
以　上

 
 
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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